
(57)【要約】

本発明は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）で

高速チャネル切り替えを実行するための方法に関するも

のである。前記方法は、一般的に、PCFフレーム間間隔

（PIFS）の期間に無線媒体が未使用であることを判断す

るステップと、PIFSの期間に続くタイムスロットの間に

第１の管理フレームを伝送するステップであって、前記

タイムスロットでの伝送が前記無線媒体への優先アクセ

スを実質的に保証するステップと、前記管理フレームに

含まれる指示に従って、ネットワークの高速チャネル切

り替えを実行するステップとを有する。ここに記載され

る高速チャネル切り替えは、現在のチャネルを静寂化さ

せること、及び／又は現在の動作チャネルから新しい動

作チャネルに切り替えることのうちの１つを有する。前

記方法は、DCFサービスのような競合に基づくサービス

に関連する遅延を克服する。前記方法は、１つ以上の更

なる管理フレームを伝送する更なるステップを更に有す

ることがあり、そのフォーマットは前記第１の管理フレ

ームと同一であり、それぞれの更なるフレームは好まし

くはPIFSフレーム間間隔により分けられ、高度の伝送の
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ WLAN） の ノ ー ド の た め の 高 速 の チ ャ ネ ル ア ク セ ス を
獲 得 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ノ ー ド で 、 １ つ の PCFフ レ ー ム 間 間 隔 （ PIFS） の 期 間 に 前 記 WLANが 未 使 用 で あ る こ
と を 判 断 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 １ つ の PIFSの 期 間 に 続 く ス ロ ッ ト 期 間 の 間 に 第 １ の 管 理 フ レ ー ム を 伝 送 す る ス テ ッ
プ と を 有 し 、
　 前 記 ス ロ ッ ト 期 間 で の 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム の 伝 送 が 、 前 記 WLANへ の 優 先 ア ク セ ス を
提 供 し 、
　 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム が 、 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行 す る た め の 指 示 を 有 す る 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行 す る た め の 前 記 指 示 が 、 所 定 の 時 間 内 に 現 在 の 動 作 チ ャ ネ
ル か ら 新 し い 動 作 チ ャ ネ ル に 切 り 替 え る こ と と 、 所 定 の 時 間 内 に 前 記 現 在 の 動 作 チ ャ ネ ル
の 伝 送 を 中 止 す る こ と と の う ち の １ つ を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ノ ー ド が 、 イ ン フ ラ WLANの ア ク セ ス ポ イ ン ト と ア ド ホ ッ ク WLANの 無 線 ス テ ー シ ョ ン
で あ る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 伝 送 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 WLANに お い て 、 前 記 ノ ー ド か ら 複 数 の 関 連 す る ノ ー ド に
無 線 で 伝 送 す る こ と を 更 に 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム の 前 記 伝 送 が 、 複 数 の 関 連 す る ノ ー ド と の 競 合 の 開 始 前 に 生 じ
、 そ れ に よ り 前 記 WLANへ の 前 記 優 先 ア ク セ ス を 提 供 し 、
　 前 記 WLANに 関 連 す る 前 記 複 数 の 関 連 す る ノ ー ド が 前 記 WLANへ の ア ク セ ス を 競 争 す る こ と
に よ り 、 前 記 競 合 が 定 め ら れ る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 関 連 す る ノ ー ド と の 前 記 競 合 が 、 DIFSの ス ロ ッ ト の 境 界 で 開 始 し 、
　 前 記 DIFSの ス ロ ッ ト の 境 界 が 、 前 記 １ つ の PIFSの 期 間 に 続 く 前 記 ス ロ ッ ト 期 間 よ り 後 の
時 間 に 生 じ る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム の 伝 送 の 後 で あ り 、 前 記 WLANに 関 連 す る 複 数 の 関 連 す る ノ ー ド
が 前 記 WLANへ の ア ク セ ス を 競 争 す る 開 始 前 に 、 少 な く と も １ つ の 更 な る 管 理 フ レ ー ム を 伝
送 す る ス テ ッ プ を 更 に 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム と 前 記 少 な く と も １ つ の 更 な る 管 理 フ レ ー ム の そ れ ぞ れ が 、 そ
の 間 に PIFSの 間 隔 を 有 し て 伝 送 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ WLAN） で の 使 用 の た め の ノ ー ド で あ っ て 、
　 １ つ の PCFフ レ ー ム 間 間 隔 （ PIFS） の 期 間 に 前 記 WLANが 未 使 用 で あ る こ と を 判 断 し 、
　 前 記 １ つ の PIFSの 期 間 に 続 く ス ロ ッ ト 期 間 の 間 に 第 １ の 管 理 フ レ ー ム を 伝 送 す る こ と を
有 し 、
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　 前 記 ス ロ ッ ト 期 間 で の 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム の 前 記 伝 送 が 、 前 記 WLANへ の 優 先 ア ク セ
ス を 提 供 す る ノ ー ド 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ノ ー ド で あ っ て 、
　 イ ン フ ラ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の ア ク セ ス ポ イ ン ト と 、 ア ド ホ ッ ク ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 無 線 STA
と の う ち の １ つ で あ る ノ ー ド 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ノ ー ド で あ っ て 、
　 前 記 WLANの 複 数 の 関 連 す る ノ ー ド に 無 線 で 前 記 管 理 フ レ ー ム を 伝 送 す る よ う に 更 に 構 成
さ れ た ノ ー ド 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ノ ー ド で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム の 伝 送 の 後 で あ り 、 前 記 WLANに 関 連 す る 複 数 の 関 連 す る ノ ー ド
が 前 記 WLANへ の ア ク セ ス を 競 争 す る 開 始 前 に 、 少 な く と も １ つ の 更 な る 管 理 フ レ ー ム を 伝
送 す る よ う に 更 に 構 成 さ れ た ノ ー ド 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の ノ ー ド で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム と 前 記 少 な く と も １ つ の 更 な る 管 理 フ レ ー ム の そ れ ぞ れ が 、 そ
の 間 に PIFSの 間 隔 を 有 し て 伝 送 さ れ る ノ ー ド 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ WLAN） の ノ ー ド へ の 優 先 ア ク セ ス を 与 え る た め の シ
ス テ ム で あ っ て 、
　 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 コ ー ド を 保 存 す る た め の メ モ リ と 、
　 前 記 メ モ リ に 動 作 可 能 に 結 合 さ れ た プ ロ セ ッ サ と を 有 し 、
　 前 記 プ ロ セ ッ サ が 、
　 (1)前 記 ノ ー ド で 、 １ つ の PCFフ レ ー ム 間 間 隔 （ PIFS） の 期 間 に 前 記 WLANが 未 使 用 で あ る
こ と を 判 断 し 、
　 (2) 前 記 １ つ の PIFSの 期 間 に 続 く ス ロ ッ ト の 間 に 第 １ の 管 理 フ レ ー ム を 伝 送 す る よ う に
構 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム が 、 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行 す る た め の 指 示 を 有 す る シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム の 後 の DIFSフ レ ー ム 間 間 隔 の 期 間 の 終 了 前 に 、 少 な く と も １ つ
の 更 な る 管 理 フ レ ー ム を 伝 送 す る た め の 手 段 を 更 に 有 す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム と 前 記 少 な く と も １ つ の 更 な る 管 理 フ レ ー ム が 、 そ の 間 に PIFS
の 間 隔 を 有 し て 伝 送 さ れ る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 伝 送 ノ ー ド が 、 イ ン フ ラ WLANの ア ク セ ス ポ イ ン ト 又 は ア ド ホ ッ ク WLANの 無 線 ス テ ー
シ ョ ン で あ る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 プ ロ セ ッ サ が 、 前 記 WLANの 複 数 の 関 連 す る ノ ー ド に 無 線 で 伝 送 す る よ う に 構 成 さ れ
た シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-520399 A 2005.7.7



　 本 発 明 は 、 概 し て 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ WLAN） に 関 す る も の で あ る 。 特 に
、 本 発 明 は 、 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行 す る た め に 、 WLANに 優 先 ア ク セ ス を 提 供 す る た
め の 方 法 と シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 な 802.11に 基 づ く 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ WLAN） に お い て 、 無 線 媒 体
へ の ア ク セ ス は 協 調 機 能 に よ り MAC層 で 制 御 さ れ る 。 802.11標 準 は 、 ２ つ の 協 調 機 能 （ 分
散 型 協 調 機 能 （ DCF） と ポ イ ン ト 協 調 機 能 （ PCF） ） を 提 供 す る 。 非 競 合 サ ー ビ ス が 必 要 な
場 合 、 そ れ は DCFの 上 位 に 構 成 さ れ た ポ イ ン ト 協 調 機 能 （ PCF） に よ り 提 供 さ れ 得 る 。 PCF
は 、 802.11標 準 の 任 意 的 な 部 分 で あ り 、 現 在 ま で 広 く 実 装 さ れ て い な い 。 DCFで の ネ ッ ト
ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン STA間 の フ レ ー ム 交 換 が 、 現 在 配 置 さ れ て い る WLANで 普 及 し て い る 。 D
CFは 、 IEEE802.11標 準 に 記 載 さ れ て い る 通 り 、 CSMA/CA（ キ ャ リ ア 検 知 多 重 ア ク セ ス 衝 突
回 避 ） と 称 さ れ る 伝 送 前 に 傾 聴 す る 機 構 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 DCF機 構 に よ る と 、 フ レ ー ム を 伝 送 す る こ と を 試 み る 前 に 、 各 ス テ ー シ ョ ン は 媒 体 が 未
使 用 で あ る か 否 か を 検 査 す る 。 媒 体 が 未 使 用 で な い 場 合 、 ス テ ー シ ョ ン は 相 互 に 譲 歩 し 、
伝 送 の 衝 突 を 回 避 す る た め に 指 数 バ ッ ク オ フ ・ ア ル ゴ リ ズ ム を 使 用 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 DCF機 構 の １ つ の 欠 点 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 高 ト ラ ヒ ッ ク 負 荷 の 場 合 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク ス
テ ー シ ョ ン が 無 線 媒 体 で フ レ ー ム を 交 換 す る こ と を 試 み る 際 に 相 対 的 に 長 い 遅 延 を 受 け る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の 潜 在 的 な 伝 送 遅 延 の 結 果 は 、 欧 州 で の 5GHz対 で の 動 作 の た め の 動 的 周 波 数 選 択 （ DF
S） の 法 的 な 要 件 と の 準 拠 が 満 た さ れ な い こ と が あ る こ と で あ る 。 DFSの 法 的 な 要 件 は 、 無
線 STAが 、 (1)所 定 の 時 間 内 に 現 在 の チ ャ ネ ル の 伝 送 を 素 早 く 中 止 し な け れ ば な ら い こ と と
、 (2)プ ラ イ マ リ の ユ ー ザ が 検 出 さ れ る と 、 所 定 の 時 間 内 に チ ャ ネ ル を 切 り 替 え な け れ ば
な ら な い こ と と を 特 に 規 定 す る 。 プ ラ イ マ リ の ユ ー ザ は 、 例 え ば レ ー ダ ー 追 跡 シ ス テ ム 又
は 衛 星 シ ス テ ム で あ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 無 線 媒 体 へ の 高 速 の チ ャ ネ ル ア ク セ ス を 提 供 し 、 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 素 早 く 実
行 し 、 及 び ／ 又 は 現 在 の チ ャ ネ ル の 伝 送 を 素 早 く 中 止 し 、 同 じ 場 所 に 配 置 さ れ た シ ス テ ム
の プ ラ イ マ リ の ユ ー ザ に よ り 実 行 さ れ る ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カ ル の 機 能 と の 潜 在 的 な 干 渉
を 回 避 す る MAC層 で 実 行 さ れ る 改 善 さ れ た 媒 体 ア ク セ ス 機 構 の 必 要 性 が 存 在 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 802.11に 基 づ く 無 線 通 信 シ ス テ ム の よ う な 通 信 シ ス テ ム の MAC層 の プ
ロ ト コ ル で 、 ス ペ ク ト ル 管 理 動 作 フ レ ー ム （ Spectrum　 Management　 Action　 Frame） の
よ う な 時 間 重 視 の フ レ ー ム を 伝 送 す る た め に 、 高 速 チ ャ ネ ル 優 先 ア ク セ ス を 提 供 す る た め
の 方 法 と シ ス テ ム を 対 象 に す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 新 規 性 の 要 点 は 、 無 線 媒 体 へ の 優 先 ア ク セ ス が 獲 得 さ れ 、 発 信 ノ ー ド （ 例 え ば
AP又 は STA） か ら の １ つ 以 上 の ス ペ ク ト ル 管 理 フ レ ー ム の 優 先 さ れ た 伝 送 を 可 能 に し 、 高
速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行 す る こ と で あ る 。 こ こ に 記 載 さ れ る 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え は 、
チ ャ ネ ル 切 り 替 え の 通 知 、 又 は 現 在 の 動 作 チ ャ ネ ル に お け る 全 て の 伝 送 の 中 止 を 含 む 。 本
発 明 は 、 そ の １ つ の 態 様 に お い て 、 無 線 媒 体 へ の 高 速 の チ ャ ネ ル ア ク セ ス を 提 供 す る た め
の 方 法 を 含 む 。 前 記 方 法 は 、 一 般 的 に 、 PCFフ レ ー ム 間 間 隔 （ PIFS） の 期 間 に 無 線 媒 体 が
未 使 用 で あ る こ と を 判 断 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 １ つ の PIFSの 期 間 に 続 く タ イ ム ス ロ ッ ト の
間 に 第 １ の 管 理 フ レ ー ム を 伝 送 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 タ イ ム ス ロ ッ ト で の 伝 送 が 前
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記 無 線 媒 体 へ の 優 先 ア ク セ ス を 実 質 的 に 保 証 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 管 理 フ レ ー ム に 含 ま れ
る 指 示 に 従 っ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行 す る ス テ ッ プ と を 有 す る 。
前 記 方 法 は 、 １ つ 以 上 の 更 な る 管 理 フ レ ー ム を 伝 送 す る 更 な る ス テ ッ プ を 更 に 有 す る こ と
が あ り 、 そ の フ ォ ー マ ッ ト は 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム と 同 一 で あ り 、 そ れ ぞ れ の 更 な る フ
レ ー ム は PIFSフ レ ー ム 間 間 隔 に よ り 分 け ら れ 、 高 度 の 伝 送 の 信 頼 性 を 提 供 す る 。 前 記 方 法
は 、 好 ま し く は イ ン フ ラ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の ア ク セ ス ポ イ ン ト （ AP） 又 は ア ド ホ ッ ク ・ ネ ッ
ト ワ ー ク の STAで 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 そ の 他 の 態 様 に お い て 、 高 速 チ ャ ネ ル 優 先 ア ク セ ス を 提 供 す る た め の シ ス テ
ム を 含 み 、 例 え ば 802.11に 基 づ く 無 線 通 信 シ ス テ ム に 関 す る よ う な 無 線 通 信 シ ス テ ム の MA
Cプ ロ ト コ ル で 、 ス ペ ク ト ル 管 理 動 作 フ レ ー ム （ Spectrum　 Management　 Action　 Frame）
の 優 先 さ れ た 伝 送 を 可 能 に す る 。 前 記 シ ス テ ム は 、 １ つ の PCFフ レ ー ム 間 間 隔 （ PIFS） の
期 間 の 間 に 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ WLAN） が 未 使 用 で あ る こ と を 判 断 す る た め
の 手 段 と 、 前 記 PIFSの 期 間 の ス ロ ッ ト の 境 界 時 に 第 １ の 管 理 フ レ ー ム を 伝 送 す る た め の 手
段 で あ っ て 、 前 記 PIFSの ス ロ ッ ト の 境 界 時 で の 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム の 伝 送 が 前 記 WALN
へ の 前 記 ノ ー ド の 優 先 ア ク セ ス と 一 致 す る 手 段 と 、 第 １ の 管 理 フ レ ー ム に 含 ま れ る 指 示 に
従 っ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行 す る た め の 手 段 と 、 高 度 の 伝 送 の 信
頼 性 を 提 供 す る た め に 、 前 記 第 １ の 管 理 フ レ ー ム の 伝 送 の 後 で １ つ 以 上 の 更 な る 管 理 フ レ
ー ム を 伝 送 す る た め の 手 段 と を 有 し 、 そ れ ぞ れ の 更 な る 管 理 フ レ ー ム は PIFSの 期 間 に よ り
分 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 前 述 の 及 び そ の 他 の 対 象 と 特 徴 と 態 様 と 利 点 が 、 添 付 の 図 面 を 適 切 に 参 照 し て
、 以 下 に 提 供 さ れ る 詳 細 な 説 明 を 慎 重 に 読 む こ と か ら 明 ら か に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ ア の フ レ ー ム 動 作 を 提 供 す る MAC層 で 制 御 さ れ る 802.11に 基 づ く 無 線 媒 体
へ の 優 先 ア ク セ ス を 得 る こ と に 関 し て 、 以 下 に 説 明 さ れ る 。 し か し 、 こ こ で 説 明 さ れ た 本
発 明 の 教 示 は そ れ に 限 定 さ れ な い こ と が わ か る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ス テ
ー シ ョ ン （ 例 え ば 移 動 又 は 固 定 ） が 基 地 局 又 は そ の 他 の 通 信 シ ス テ ム の ア ク セ ス ポ イ ン ト
に 関 連 す る 媒 体 に 安 全 な ア ク セ ス を 試 み 、 こ こ に 記 載 さ れ る 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行
す る そ の 他 の 通 信 シ ス テ ム に 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 本 発 明 は 、 イ ン フ ラ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の ア ク セ ス ポ イ ン ト （ AP
） 又 は ア ド ホ ッ ク ・ ネ ッ ト ワ ー ク の ス テ ー シ ョ ン （ STA） で あ る こ と が あ る 発 信 ノ ー ド が
、 802.11に 基 づ く 無 線 媒 体 へ の 優 先 ア ク セ ス を 獲 得 し 、 １ つ 以 上 の 優 先 さ れ た ス ペ ク ト ル
管 理 フ レ ー ム を 伝 送 し 、 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行 す る （ す な わ ち 、 チ ャ ネ ル 切 り 替 え
を 素 早 く 通 知 し 、 及 び ／ 又 は 現 在 の チ ャ ネ ル の 全 て の 伝 送 を 中 止 す る ） こ と を 可 能 に す る
シ ス テ ム 及 び 関 連 す る 方 法 を 提 供 す る 。 ア ク セ ス 保 留 や 指 数 バ ッ ク オ フ の よ う な 分 散 ア ク
セ ス 競 合 プ ロ ト コ ル に 関 連 す る 周 知 の ネ ッ ト ワ ー ク の 遅 延 を 回 避 す る た め に 、 無 線 媒 体 へ
の 優 先 ア ク セ ス は 、 そ の 他 の ノ ー ド と の 競 合 の 開 始 よ り 前 の 時 点 で の 管 理 フ レ ー ム の 伝 送
を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る た め の 無 線 LAN（ WLAN） 20シ ス テ ム を 示 し た も の で あ
る 。 無 線 LAN20は 、 複 数 の セ ル 22を 有 す る イ ン フ ラ ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 規 定 す る 。 セ ル 22は
ア ク セ ス ポ イ ン ト （ AP） 24（ 時 に は 無 線 ロ ー カ ル ブ リ ッ ジ 又 は 基 地 局 と 称 さ れ る ） を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ を 参 照 し 続 け る と 、 セ ル 22は 遠 隔 の ネ ッ ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン （ STA） 26を 有 す る
こ と が あ る 。 ア ク セ ス ポ イ ン ト 24と 遠 隔 の STA26は 、 シ ス テ ム の 送 信 機 と 受 信 機 に な る こ
と が あ る 。 各 STA26は 、 移 動 端 末 、 携 帯 用 端 末 又 は 静 止 端 末 で あ る こ と が あ る 。 各 STAは 、
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デ ス ク ト ッ プ ・ ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 、 ラ ッ プ ト ッ プ ・ コ ン ピ ュ ー タ 、 パ ー ム ト ッ プ ・ コ ン
ピ ュ ー タ 、 ハ ン ド ヘ ル ド ・ パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 ペ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ 、 個 人 情 報 端 末
、 ハ ン ド ヘ ル ド ・ ス キ ャ ナ 、 デ ー タ 収 集 装 置 、 ハ ン ド ヘ ル ド ・ プ リ ン タ 等 で あ る こ と が あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 存 在 す る 場 合 に は 、 AP24は 、 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 20と 有 線 ネ ッ ト ワ ー ク と の 通 信 用 の イ ン
タ フ ェ ー ス に な る こ と が あ る 。 AP24は 、 セ ル 22に あ る STA26と AP24と の 間 で 、 及 び 有 線 ネ
ッ ト ワ ー ク と STA26と の 間 で 、 通 信 ゲ ー ト ウ ェ イ を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と が あ る
。 AP24は 、 一 般 的 に 有 線 通 信 媒 体 と 無 線 通 信 媒 体 と の 間 で 、 信 号 を 変 換 す る よ う に 構 成 さ
れ る 。 そ の 変 換 は 、 ア ク セ ス ポ イ ン ト が 有 線 ネ ッ ト ワ ー ク と 無 線 STA26と の 間 で 通 信 情 報
を 渡 す こ と を 可 能 に す る 。 有 線 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 外 部 ネ ッ ト ワ ー ク （ 例 え ば PBX、 PSTN、
イ ン タ ー ネ ッ ト 等 ） に 結 合 さ れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 図 ２ を 参 照 す る と 、 AP24と STA26の 双 方 は 、 デ ィ ス プ レ イ 30と 、 CPU32と 、 送 信 機 ／
受 信 機 34と 、 入 力 装 置 36と 、 ス ト レ ー ジ ・ モ ジ ュ ー ル 38と 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス メ モ リ （ RA
M） 40と 、 読 み 取 り 専 用 メ モ リ （ 42） と 、 共 通 バ ス 41と を 有 す る こ と が あ る 。 特 定 の コ ン
ピ ュ ー タ シ ス テ ム を 説 明 す る 際 に 共 通 に 使 用 さ れ る 用 語 を 説 明 が 参 照 す る こ と が あ る が 、
そ の 説 明 と 概 念 は 、 図 ２ に 示 さ れ た も の と 異 な る ア ー キ テ ク チ ャ を 有 す る シ ス テ ム を 含 む
そ の 他 の 処 理 シ ス テ ム に 同 様 に 当 て は ま る 。 送 信 機 ／ 受 信 機 34は 、 望 ま し い デ ー タ を 伝 送
す る た め に ア ン テ ナ （ 図 示 な し ） に 結 合 さ れ 、 そ の 受 信 機 が 受 信 信 号 を 対 応 す る デ ジ タ ル
デ ー タ に 変 換 す る 。 CPU32は 、 ROM42に 含 ま れ る オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム の 制 御 下 で 動 作
し 、 イ ン フ ラ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の AP又 は ア ド ホ ッ ク ・ ネ ッ ト ワ ー ク の STAが 、 残 り の ス テ ー
シ ョ ン （ STA） に 新 し い チ ャ ネ ル 又 は 無 線 リ ン ク を 提 供 す る こ と を 可 能 に す る こ と に よ り
、 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ WLAN） 内 で 周 波 数 選 択 を 実 施 す る た め に RAM40を 利
用 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 動 作 中 に 、 図 １ の 無 線 LAN20の よ う な 、 一 般 的 な 802.11に 基 づ く 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ
ッ ト ワ ー ク （ WLAN） に お い て 、 複 数 の STA26は 、 存 在 す る 場 合 に は AP24に 関 連 付 け ら れ る
こ と が あ る 。 各 STA26は 異 な る 通 信 機 能 と 要 件 を 有 す る こ と が あ る 。 AP24は 、 STA26と 有 線
ネ ッ ト ワ ー ク と の 間 の 通 信 ト ラ ヒ ッ ク を 管 理 す る こ と が あ る 。 AP24は 、 フ レ ー ム が セ ル 22
の そ れ ぞ れ の 遠 隔 の STA26に 伝 送 さ れ る 時 を 制 御 す る こ と に よ り 、 通 信 ト ラ ヒ ッ ク を 管 理
す る こ と が あ る 。 セ ル 22の 通 信 ト ラ ヒ ッ ク は 、 デ ー タ フ レ ー ム （ 例 え ば デ ー タ 通 信 を 提 供
す る フ レ ー ム を 運 ぶ 信 号 ） 、 音 声 フ レ ー ム （ 例 え ば 音 声 通 信 を 提 供 す る フ レ ー ム を 運 ぶ 信
号 ） 、 リ ア ル タ イ ム フ レ ー ム （ 例 え ば マ ル チ メ デ ィ ア 又 は 音 声 通 信 の よ う な リ ア ル タ イ ム
通 信 を 提 供 す る フ レ ー ム を 運 ぶ 信 号 ） 、 管 理 フ レ ー ム （ ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 通 信 を 提 供 す る
フ レ ー ム を 運 ぶ 信 号 ） 等 を 含 む こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行 す る た め に 、 本 発 明 の 方 法 は 、 無 線 媒 体 へ の 優 先 ア ク セ ス
を 必 要 と す る 。 無 線 媒 体 へ の 優 先 ア ク セ ス を 獲 得 す る こ と は 、 以 前 に IEEE802.11e　 D3.2
に 説 明 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 般 的 に 、 802.11標 準 は 、 無 線 媒 体 へ の ア ク セ ス を 獲 得 し 、 通 信 ト ラ ヒ ッ ク を 交 換 す る
た め の ２ つ の 協 調 機 能 を 提 供 す る 。 そ の 機 能 は MAC層 で 制 御 さ れ る 。 ２ つ の 機 能 は 、 分 散
協 調 機 能 （ DCF） と ポ イ ン ト 協 調 機 能 （ PCF） で あ る 。 前 述 の 通 り 、 PCFは 802.11標 準 の 任
意 的 な 機 能 で あ り 、 現 在 ま で 広 く 実 施 さ れ て い な い 。 DCFは 802.11標 準 の 必 須 の 機 能 で あ
り 、 IEEE802.11標 準 に 記 載 さ れ る よ う な CSMA/CA（ キ ャ リ ア 検 知 多 重 ア ク セ ス 衝 突 回 避 ）
と 呼 ば れ る 伝 送 前 に 傾 聴 す る 機 構 に 基 づ く 標 準 的 な イ ー サ ー ネ ッ ト の よ う な 競 合 に 基 づ い
た サ ー ビ ス を 提 供 す る 。 PCFと DCFの 双 方 は 、 媒 体 へ の ア ク セ ス を 調 整 す る た め に 、 フ レ ー
ム 間 間 隔 を 利 用 す る 。 特 に 、 802.11標 準 は ４ つ の 異 な る フ レ ー ム 間 間 隔 を 規 定 す る 。 ３ つ
が 媒 体 ア ク セ ス を 判 断 す る た め に 使 用 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 媒 体 ア ク セ ス を 判 断 す る た め に 使 用 さ れ る ３ つ の フ レ ー ム 間 間 隔 （
す な わ ち 、 SIFS、 PIFS、 DIFS） の 関 係 を 示 し た 時 系 列 50が 示 さ れ て い る 。 技 術 的 に 周 知 で
あ る 通 り 、 ３ つ の フ レ ー ム 間 間 隔 は 、 媒 体 上 の 異 な る 形 式 の フ レ ー ム に つ い て 異 な る 優 先
度 を 作 る 。 媒 体 が 未 使 用 に な っ た 後 に 、 高 優 先 度 の フ レ ー ム が 低 優 先 度 の フ レ ー ム ほ ど 長
く 待 つ 必 要 が な い こ と を 、 異 な る 優 先 度 が 定 め る 。 従 っ て 、 肯 定 応 答 フ レ ー ム の よ う に 何
ら か の 高 優 先 度 の フ レ ー ム が 存 在 す る 場 合 、 低 優 先 度 の フ レ ー ム が ネ ッ ト ワ ー ク へ の ア ク
セ ス を 獲 得 す る 機 会 を 有 す る 前 に 、 そ れ が ネ ッ ト ワ ー ク へ の ア ク セ ス を 獲 得 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 無 線 媒 体 が 初 め に 使 用 中 52と し て 示 さ れ て い る 。 こ の 使 用 中 の 間 隔
52の 間 に 、 １ つ の ネ ッ ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 24又 は 26が 無 線 媒 体 へ の 制 御 を 獲 得 し 、 フ レ
ー ム を 伝 送 し て い る こ と が 仮 定 さ れ る 。 使 用 中 の 間 隔 52の 間 に 、 無 線 媒 体 の 制 御 を 現 在 有
し て い な い そ の 他 の 全 て の ス テ ー シ ョ ン 24、 26は 、 不 活 動 の ま ま で あ り 、 何 ら か の 対 象 と
す る 信 号 通 信 を 保 留 し な け れ ば な ら な い 。 使 用 中 の 間 隔 の 終 わ り に （ 時 点 “ A” 参 照 ） 、
媒 体 が 未 使 用 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 使 用 中 の 間 隔 52に 続 く 間 隔 は 、 未 使 用 の 間 隔 55と し て 規 定 さ れ 、 そ の 未 使 用 の 間 隔 の 中
に ３ つ の フ レ ー ム 間 間 隔 が 示 さ れ て い る 。 ３ つ の フ レ ー ム 間 間 隔 の そ れ ぞ れ は 、 STA24又
は 26が 未 使 用 の 媒 体 に ア ク セ ス す る 特 有 の 優 先 度 を 提 供 す る 。 高 優 先 度 の 伝 送 に 使 用 さ れ
る も の は 、 短 フ レ ー ム 間 間 隔 （ SIFS） の 期 間 54で あ る 。 SIFSフ レ ー ム 間 間 隔 の 期 間 54が SI
FSの ス ロ ッ ト の 境 界 （ 時 点 “ B” 参 照 ） で 経 過 す る と 、 高 優 先 度 の 伝 送 が 開 始 し 得 る 。 こ
の 高 優 先 度 の 伝 送 が 開 始 す る と 、 媒 体 が 再 び 使 用 中 に な り 、 そ れ 故 に SIFSフ レ ー ム 間 間 隔
の 期 間 54が 経 過 し た 後 に 伝 送 さ れ る フ レ ー ム は 、 PIFS56及 び DIFS58フ レ ー ム 間 間 隔 の 期 間
の よ う な 、 よ り 長 い 間 隔 の 後 に の み 伝 送 さ れ 得 る 低 優 先 度 の フ レ ー ム よ り 大 き い 優 先 度 を
有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 PCFサ ー ビ ス の も と で 動 作 す る STA24と AP26に よ り 使 用 さ れ る PCFフ レ ー ム 間 間 隔
の 期 間 （ PIFS） 56も 図 ３ に 示 さ れ て い る 。 SIFSフ レ ー ム 間 間 隔 の 期 間 54に 関 連 し て 前 述 さ
れ た こ と と 同 様 に 、 媒 体 が PIFSの ス ロ ッ ト の 境 界 （ 時 点 “ C” 参 照 ） で 未 使 用 で あ る と 判
断 さ れ た 場 合 に 、 STA24と AP26は 媒 体 へ の 即 時 の ア ク セ ス を 許 可 さ れ る 。 PIFSの フ レ ー ム
間 間 隔 の 期 間 56は 、 非 競 合 サ ー ビ ス を 提 供 す る た め に 、 PCFサ ー ビ ス の モ ー ド で の み 現 在
使 用 さ れ て い る 。 前 述 の 通 り 、 PCFサ ー ビ ス は 802.11に 基 づ く LANの 配 置 に ほ と ん ど 組 み 込
ま れ て お ら ず 、 そ れ 故 に 更 に 説 明 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 続 い て 図 ３ を 参 照 す る と 、 DIFSフ レ ー ム 間 間 隔 の 期 間 58が 、 競 合 に 基 づ く DCFサ ー ビ ス
の モ ー ド で 動 作 す る STA24と AP26に よ り 使 用 さ れ る 。 DCFサ ー ビ ス に よ る と 、 媒 体 が DIFSの
ス ロ ッ ト の 境 界 （ 時 点 “ C” 参 照 ） で 未 使 用 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 に 、 STA24と AP26は 媒
体 へ の 即 時 の ア ク セ ス を 許 可 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 拡 張 フ レ ー ム 間 間 隔 （ EIFS） と 称 さ れ る 第 ４ の フ レ ー ム 間 間 隔 の 期 間 は 、 固 定 の 間 隔 で
は な く 、 フ レ ー ム 伝 送 に エ ラ ー が 存 在 す る 時 に の み 使 用 さ れ る た め 、 図 ３ に 示 さ れ て お ら
ず 、 更 に 説 明 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 周 知 の 通 り 、 DCFの 競 合 に 基 づ く サ ー ビ ス は 、 最 初 に 無 線 媒 体 を 検 知 し 、 伝 送 の 前 に DIF
Sフ レ ー ム 間 間 隔 の 期 間 36の 間 に 未 使 用 で あ る か 否 か を 判 断 す る こ と に よ り 、 動 作 す る 。 D
IFSフ レ ー ム 間 間 隔 の 期 間 58が 経 過 し た 後 、 指 数 バ ッ ク オ フ 動 作 が 続 く 。 バ ッ ク オ フ を 実
行 す る た め に 、 STA24は 0と 競 合 ウ ィ ン ド ウ 60の 間 の 乱 数 を 作 る 。 こ の 乱 数 は 、 STAが 伝 送
前 に 待 た な け れ ば な ら な い ス ロ ッ ト の 数 62で あ る 。 チ ャ ネ ル が 空 い て い る 期 間 中 に 、 伝 送
ノ ー ド は そ の バ ッ ク オ フ ・ カ ウ ン タ を 減 少 さ せ る 。 バ ッ ク オ フ ・ カ ウ ン タ が 0に な る と 、
ノ ー ド が パ ケ ッ ト を 伝 送 す る 。 明 ら か な 通 り 、 DCFサ ー ビ ス は 故 障 や ア ク セ ス 保 留 の よ う
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な 遅 延 を 受 け る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 原 理 に よ る 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え を 実 行 す る た め に は 、 従 来 の DCFサ ー ビ ス に
関 連 す る 前 述 の 遅 延 が 許 容 さ れ 得 な い 。 本 発 明 は 、 後 述 さ れ る 通 り 、 媒 体 へ の 優 先 ア ク セ
ス を 獲 得 し 、 非 競 合 の 方 法 で 高 速 チ ャ ネ ル 切 り 替 え に 関 連 す る 動 作 を 実 行 す る た め の 技 術
を 使 用 す る こ と に よ り 、 こ の 遅 延 の 問 題 を 克 服 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 高 速 の チ ャ ネ ル ア ク セ ス を 獲 得 す る た め の １ つ の 実 施 例 に よ る と 、 STA24又 は AP26は 媒
体 を 検 知 し 、 PIFSフ レ ー ム 間 間 隔 の 期 間 56の 間 に 媒 体 が 未 使 用 で あ る か 否 か を 判 断 す る 。
PIFSの ス ロ ッ ト の 境 界 （ 図 ３ の 時 点 “ C” 参 照 ） で 媒 体 が 未 使 用 の ま ま で あ る 場 合 、 AP26
又 は STA24は PIFSの ス ロ ッ ト の 境 界 （ 時 点 “ C” ） で 管 理 フ レ ー ム を 伝 送 し 、 そ れ に よ り チ
ャ ネ ル へ の 優 先 さ れ た ア ク セ ス を 獲 得 す る こ と が あ る 。 管 理 フ レ ー ム は 高 速 チ ャ ネ ル 切 り
替 え を 実 行 す る た め の 指 示 を 有 し 、 そ れ は 、 (1)所 定 の 時 間 内 に 現 在 の チ ャ ネ ル の 伝 送 を
素 早 く 中 止 す る こ と と 、 (2)プ ラ イ マ リ の ユ ー ザ が 検 出 さ れ る と 、 所 定 の 時 間 内 に チ ャ ネ
ル を 素 早 く 切 り 替 え る こ と と を 含 む こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 留 意 す べ き 点 は 、 本 発 明 の 優 先 ア ク セ ス 機 構 は 従 来 の 競 合 に 基 づ く サ ー ビ ス を 取 り 替 え
る も の で は な い が 、 管 理 フ レ ー ム を 素 早 く 伝 送 す る こ と が 必 要 な 状 況 に お い て 、 AP26又 は
STA24に よ り 優 先 ア ク セ ス を 獲 得 す る た め の 補 助 的 な 機 能 と し て の 役 割 を す る 。 更 に 留 意
す べ き 点 は 、 前 述 の 通 り 、 “ バ ッ ク オ フ ” 手 順 を 有 す る 従 来 の 競 合 に 基 づ く サ ー ビ ス に 対
し て 、 本 発 明 の チ ャ ネ ル 優 先 ア ク セ ス 機 構 に 関 連 す る バ ッ ク オ フ 手 順 は 存 在 し な い 。 関 連
す る バ ッ ク オ フ 手 順 を 本 発 明 の 方 法 に 含 め な い こ と に よ り 、 そ の 他 の STAと の 競 合 が 回 避
さ れ 、 そ れ に よ り 優 先 ア ク セ ス が 実 質 的 に 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 図 ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 方 法 に 従 っ て 伝 送 さ れ る ３ つ の 管 理 フ レ ー ム が 示 さ れ
て い る 。 前 述 の 通 り 、 単 一 の 管 理 フ レ ー ム 61は 、 PIFSの ス ロ ッ ト の 境 界 （ 図 ３ の 時 点 “ C
” ） で 伝 送 さ れ る 。 し か し 、 管 理 フ レ ー ム の 正 確 な 受 信 は 、 単 一 の 伝 送 で 保 証 さ れ な い こ
と が あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 好 ま し く は PIFS時 間 の 期 間 に よ り 分 け ら れ た 更 な る 管 理 フ
レ ー ム 63、 65の 伝 送 を 企 図 し 、 よ り 高 度 の 伝 送 の 信 頼 性 を 提 供 す る 。 図 ４ に ３ つ が 示 さ れ
て い る が 、 よ り 多 い 又 は 少 な い 管 理 フ レ ー ム が 使 用 さ れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 従 っ て 、 そ れ に 限 定 さ れ な い が 、 前 記 に 示 唆 し た よ う な 変 更 形 態 は 、 本 発 明 の 範 囲 内 で
あ る と 考 え ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 例 示 的 な 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク を 有 す る 例 示 的 な 通 信 ネ
ッ ト ワ ー ク の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る セ ル 内 の ア ク セ ス ポ イ ン ト （ AP） と 各 ス テ ー シ ョ ン （ STA
） の 簡 略 化 し た ブ ロ ッ ク 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 図 ３ 】 無 線 媒 体 へ の 優 先 ア ク セ ス を 判 断 す る た め に 、 ３ つ の フ レ ー ム 間 間 隔 の 関 係 を 示
し た 時 系 列 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 方 法 に よ る ３ つ の 管 理 フ レ ー ム の 伝 送 を 示 し た も の で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【要約の続き】
信頼性を提供する。前記方法は、好ましくはインフラ・ネットワークのアクセスポイント（AP）又はアドホック・ネ
ットワークのSTAで実行される。
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